
中
世
真
名
軍
記
の
倒
置
記
法
に
つ
い
て

i

l
『
大
塔
物
語
』
『
文
正
記
』
を
例
に
|
|

、

は
じ
め
に

日
本
人
が
漢
字
文
を
書
き
記
す
場
合
、
日
本
語
文
の
語
序
に
従
う

と
い
う
こ
と
は
な
く
、
正
格
漢
文
の
よ
う
に
動
作
性
の
漢
字
を
先
に

記
し
、
そ
の
後
に
目
的
格
の
語
を
記
す
と
い
う
こ
と
が
多
々
見
ら
れ

る
。
訓
読
の
際
に
は
、
こ
れ
を
「
返
読
」
と
称
す
る
が
、
漢
字
を
書

き
記
す
場
合
に
は
別
の
用
語
が
必
要
と
な
り
、
そ
れ
を
峰
岸
明
氏
は

「
倒
置
記
法
」
と
称
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
そ
れ
に
従
い
、
以
下

倒
置
記
法
と
す
る
。

矢
田
勉
氏
は
峰
岸
明
氏
の
論
を
受
け
、
近
世
候
文
に
於
け
る
倒
置

記
法
に
つ
い
て
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
は
、
こ
れ
ら
の
研
究
成
果

を
受
け
、
漢
字
文
の
一
種
で
あ
る
真
名
本
に
つ
い
て
、
そ
の
倒
置
記

法
の
様
相
を
伺
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
倒
置
記
法
と
い
う
観
点

か
ら
真
名
本
検
討
し
た
場
合
、
漢
字
文
に
於
け
る
真
名
本
の
位
置
付

け
と
い
う
も
の
は
、
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
考

え
る
、
そ
の
出
発
点
と
し
て
ま
ず
は
中
世
真
名
軍
記
で
あ
る
『
大
塔

物
語
』
『
文
正
記
』
を
対
象
と
し
、
そ
の
倒
置
記
法
の
あ
り
方
を
概

橋

勝

十す

白川
町

I

観
し
た
い
。

『
大
塔
物
語
』
は
、
応
永
七
(
一
四
O
O
)
年
、
小
笠
原
長
秀
が
信

濃
守
護
と
し
て
信
州
に
下
り
、
一
授
に
よ
っ
て
京
へ
逃
げ
帰
る
ま
で

を
記
し
た
軍
記
物
語
で
あ
る
。
本
資
料
の
成
立
年
及
び
作
者
は
未
詳

で
あ
る
も
の
の
、
嘉
永
四
(
一
八
五
一
)
年
成
立
の
模
刻
本
に
は
左

の
本
奥
書
が
存
す
る
。

10 

文
正
元
年
丙
戊
応
鐘
上
旬
諏
方
上
社
栗
林
五
日
市
庭

閑
室
而
写
之
文
字
可
多
誤
候
後
見
悼
入
候
者
也
完
深
法
師

七
十
一
歳
吉
モ
悪
モ
後
代
之
形
見
也
念
仏
一
遍
所
望
也

本
文
と
し
て
は
他
に
写
本
も
存
す
る
が
、
何
れ
も
近
世
の
写
し
で

あ
り
、
ま
た
奥
書
の
存
す
る
伝
本
と
し
て
は
模
刻
本
が
最
も
古
い
年

代
で
あ
る
、
文
正
元
(
一
四
六
六
)
年
を
記
し
て
い
る
。

『
文
正
記
』
は
応
仁
の
乱
頃
の
社
会
情
勢
を
記
し
た
も
の
で
、
巻

末
に



文
正
元
年
丙
成
九
月
晦
日
録
罵

と
あ
り
、
文
正
元
(
一
四
六
六
)
年
成
立
と
考
え
ら
れ
る
。
書
写
奥

書
は
寛
文
三
(
一
六
六
三
)
年
で
、
成
立
と
書
写
と
の
聞
に
は
か
な

り
の
年
代
差
が
存
す
る
。
し
か
し
、
真
名
本
の
検
討
対
象
は
資
料
数

が
豊
富
に
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
こ
れ
ら
の
資
料
も
用
い
ら
ざ
る
を

得
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
資
料
の
内
、
成
立
年
代
の
近

い
こ
の
二
資
料
を
慎
重
に
比
較
し
記
述
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
考
察
の

出
発
点
と
し
た
い
。

二
、
倒
置
の
用
例
数
の
多
い
漢
字
に
つ
い
て

ま
ず
は
、
『
大
塔
物
語
』
『
文
正
記
』
に
於
け
る
倒
置
記
法
に
つ
い

て
そ
の
用
例
数
の
多
い
も
の
か
ら
順
に
記
述
す
る
。
用
例
に
は
倒
置

を
起
こ
し
て
い
る
部
分
に
傍
線
を
付
し
た
。
な
お
、
用
例
は
本
資
料

中
に
見
ら
れ
る
一
部
を
掲
げ
る
に
留
め
、
全
用
例
数
を
漢
数
字
に

よ
っ
て
記
し
た
。
用
例
を
掲
げ
る
に
際
し
て
は
音
合
符
・
訓
合
符
を

省
略
し
、
合
字
を
現
行
の
片
仮
名
字
体
に
改
め
た
。
所
在
は
、
『
大

塔
物
語
』
の
用
例
を
(
大
一
オ
l
)

の
よ
う
に
、
又
『
文
正
記
』
の

用
例
を
(
文
一
オ
l
)

の
よ
う
に
、
原
本
の
丁
行
に
よ
っ
て
記
す
。

ま
ず
は
『
大
塔
物
語
』
の
用
例
を
、
用
例
数
の
多
い
漢
字
の
順
に

記
す
。
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O
室
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有
ド
周
つ
口
調
事

(
大
六
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以
下
そ
の
用
例
を
省
略
す
る
が
、
用
例
数
の
多
い
漢
字
と
し
て
は
、

・
「
有
」
一
二
二
例
・
「
成
」
二
六
例
・
「
非
」
一
一
一
例
と
い
う
漢
字
が

続
く
。同
様
に
『
文
正
記
』
の
用
例
を
、

す。

用
例
数
の
多
い
漢
字
の
順
に
記
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於
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文
一
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(
丈
四
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用
例
を
省
略
す
る
が
、
用
例
数
の
多
い
漢
字
と
し
て
は

=
一
例
・
「
欲
」
一

O
例
・
「
被
」
九
例
と
い
う
漢
字
が
続
く
。

以
上
の
漢
字
が
両
資
料
で
倒
置
の
漢
字
と
し
て
多
用
さ
れ
て
い
る

漢
字
で
あ
り
、
「
不
」
「
無
」
「
可
し
を
は
じ
め
と
し
て
、
使
用
度
数

の
高
い
漢
字
が
大
凡
重
な
っ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
出
来
る
。

「離し

一一~ 、

二
資
料
開
で
倒
置
の
様
相
が
異
な
る
例
に
つ
い
て

『
大
塔
物
語
』
と
『
文
正
記
』
と
を
比
較
し
た
と
き
、
二
資
料
に

共
通
し
て
用
い
ら
れ
る
漢
字
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
用
い
方
に
差
が
あ

る
漢
字
が
あ
る
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
以
下
に
記
す
。

先
に
二
資
料
に
於
い
て
比
較
的
用
い
ら
れ
る
漢
字
と
し
て
挙
げ
た

「
於
」
宇
が
そ
う
で
あ
る
。
「
於
」
{
子
は
、
『
大
塔
物
語
』
で
三
五
例
、

『
文
正
記
』
で
二
七
例
用
い
ら
れ
る
。
『
文
正
記
』
で
は
次
に
記
す
よ

う
に
、
専
ら
動
作
性
の
漢
字
に
後
接
し
て
用
い
ら
れ
る
。

つ】

O
遣
達
之
館
副
門
川
間
鵜
鷹
鷺
和
歌
兵
術

(
文
二
オ
4
)

そ
れ
に
対
し
て
、
『
大
塔
物
語
』
で
は
動
作
性
の
漢
字
を
伴
わ
ず



直
ち
に
「
於
」
字
に
目
的
語
を
後
接
す
る
用
法
が
見
ら
れ
る
。

性
の
漢
字
に
後
接
す
る
用
例
は
二
三
例
存
す
る
。

動
作

。
且
紘
一
一
非
分
押
領
一
且
劃
一
事
闘
相
調
剥
諸
制
昨

(
大
九
オ
I
)

動
作
性
の
漢
字
に
「
於
」
宇
が
後
接
し
な
い
用
法
は
一
二
例
存
す

ヲ

Q

。
。
離
シ
然
関
副
市
一
者
名
仁
也

(
大
四
オ
2
)

こ
れ
ら
の
違
い
は
、
訓
点
に
従
え
ば
不
読
と
す
る
か
訓
読
す
る
か

と
い
う
違
い
で
あ
ろ
う
が
、
漢
字
文
を
表
記
す
る
段
階
で
の
差
に
つ

い
て
は
、
慎
重
に
検
討
を
す
る
必
要
が
あ
る
。
真
名
本
で
あ
る
の
で
、

本
来
存
し
た
仮
名
交
じ
り
の
本
文
を
、
漢
字
に
改
め
る
際
に
「
於
L

{
子
を
積
極
的
に
場
所
を
指
示
す
る
言
語
表
現
と
結
び
つ
け
て
用
い
た

も
の
と
そ
う
で
な
い
も
の
と
の
違
い
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
更

に
検
討
資
料
の
幅
を
拡
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

『
大
塔
物
語
』
で
は
、
本
来
和
語
の
も
の
が
漢
字
表
記
さ
れ
る
こ

と
に
よ
っ
て
倒
置
を
起
こ
す
と
い
う
用
例
を
見
い
だ
す
こ
と
が
出
来

る
。
見
出
し
括
弧
内
の
漢
数
字
は
用
例
数
を
示
す
。

[
ハ
カ
ナ
シ
]
(
四
)

o詰
々
々
酎
州
事
至
一
一
子
鳥
克
一
親
子
恩
愛
室
町
内
科
シ

(
大
二
五
ウ
2
)

ツ
O 
焼ツ
ーキガ

簡Iナ
築fシ
慢タ(

軍乙
丘7

Z; 
令ム

踊
洛

(
大
一
九
ウ
I
)

[
シ
ド
ケ
ナ
シ
]
(
一
)

。
片
飼
之
駒
被
一
胡
植
皮
張
鞍
一
割
引
同
周
到
打
乗
(
大
四
ウ
I
)

[
セ
ン
ナ
シ
]
(
一
)

。
長
園
引
一
一
替
心
一
云
崇
者
我
等
徒
自
害
而
無
川
副(
大
二
八
ウ
3
)
一

[
ヤ
ル
セ
ナ
シ
]
(
一
)

。
絶
1

比
類
一
女
房
能
ニ
料
茸
時
仕
一
伎
時
衆
国
体
一
戒
凧
(
大
三
七
ウ
7
)

円

J

こ
れ
ら
は
何
れ
も
「
|
ナ
シ
し
と
な
る
形
容
詞
で
、
語
意
識
と
し

て
二
語
と
認
識
さ
れ
た
結
果
、
「
無
L

{

子
の
倒
置
に
引
き
つ
け
ら
れ

た
書
記
法
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
『
文
正
記
』
で
は
、
こ
の
よ
う

な
用
例
に
つ
い
て
、
「
無
志
L

の
一
例
を
見
出
す
の
み
で
あ
る
。

O
義
敏
貞
親
鯛
国
山
下
圃

(
文
一
六
オ

7
)

一
一
一
口
語
量
の
寡
多
も
あ
ろ
う
が
、
用
例
数
・
語
数
と
も
に
『
大
塔
物

語
』
の
方
が
和
語
を
積
極
的
に
倒
置
に
よ
る
表
記
を
試
み
て
い
る
こ



と
が
伺
え
る
。

形
容
詞
の
他
、
次
に
記
す
よ
う
に
名
詞
が
倒
置
記
法
に
よ
っ
て
記

さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

カ

ン

ノ

ニ

ヒ

ラ

メ

キ

ワ

タ

ル

テ

J

タ
ラ
ク

O
耀
一
二
夕
日
之
景
一
桃
亘
飼
い
蜘

(大

オ
4 

「
矯
レ
駄
」
「
矯
レ
檀
」
は
『
大
塔
物
語
』
に
は
七
例
見
い
だ
す
こ
と

が
出
来
、
そ
の
結
び
つ
き
の
強
さ
を
伺
わ
せ
る
。
一
方
で
『
文
正
記
』

に
は
右
の
用
例
を
見
い
だ
す
こ
と
が
出
来
な
い
。

『
大
塔
物
語
』
に
は
『
文
正
記
』
に
見
ら
れ
な
い
よ
う
な
倒
置
記

法
が
語
の
レ
ベ
ル
で
見
い
だ
せ
る
。
こ
れ
ら
は
正
格
漢
文
に
は
見
ら

れ
な
い
用
法
で
あ
り
、
『
文
正
記
』
の
方
が
よ
り
正
格
漢
文
の
倒
置

を
意
識
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

四
、
非
倒
置
の
用
例
に
つ
い
て

倒
置
の
用
例
に
つ
い
て
記
し
て
き
た
が
、
本
来
倒
置
す
る
で
あ
ろ

う
と
考
え
ら
れ
る
漢
字
で
あ
っ
て
も
倒
置
を
し
な
い
用
例
も
二
資
料

に
お
い
て
見
ら
れ
る
。

00  
鋭?先ソ

士ン番ニ
卒:鎧ヒ

蹟i聾j
者証:
共長

7-仔
調::E
ム、

計リ

員:

(
大
二
ウ
2
)

(
文
七
オ
2
)

『
大
塔
物
語
』
に
お
け
る
非
倒
置
に
な
る
用
例
で
、
『
文
正
記
』
と

異
な
る
用
例
が
指
摘
出
来
る
。
以
下
に
、
『
大
塔
物
語
』
に
お
い
て

非
倒
置
と
な
る
、
擬
音
語
の
漢
字
表
記
を
伴
う
用
例
、
形
容
動
詞
の

漢
字
表
記
を
伴
う
用
例
、
助
詞
助
動
詞
の
漢
字
表
記
を
伴
う
用
例
の

順
に
記
す
。

ま
ず
擬
音
語
の
漢
字
表
記
を
伴
う
用
例
で
あ
る
。

。
其
勢
八
百
態
騎
上
島
之
冊
一
靴
作
目
-
視
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一
品
四
息
(
大
一
四
オ
4
)一

(
大
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四
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5
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0
敵
興
一
一
御
方
一
瓦
二
見
乱
時
之
監
蹴
単

置
と但
なし
る、

号室
は恒

?F 
Yi! tこ
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士世 vつ
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口
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あ肩音
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と
常
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O
震
千
田
讃
岐
守
信
頼
者
一
番
馬
引
寄
調
剤
劇
一(
大
一
三
ウ
7
)

ま
た
、
『
大
塔
物
語
』
に
は
形
容
動
詞
「
マ
ッ
シ
グ
ラ
」
が
「
真

深
茂
」
と
し
て
用
い
ら
れ
、
動
詞
が
続
く
場
合
に
も
非
倒
置
と
な
る
。

『
大
塔
物
語
』
に
は
三
例
存
す
る
が
、
全
て
同
様
で
あ
る
。

O
或
一
一
監
豹
定
ノ
皮
等
張
聡
一
思
々
一
乗
聡
動
部
肱
打
且
(
大
五
オ
7
)



O
震
又
高
梨
薩
摩
守
友
尊
井
上
須
田
嶋
津
以
下
彼
是
五
百
能
騎

動

都

政

馳

底

(

大

一

八

オ

2

)

『
大
塔
物
語
』
で
は
助
動
詞
「
ケ
リ
L

と
助
詞
「
コ
ソ
L

の
漢
字

表
記
が
存
す
る
。
助
詞
「
社
」
に
動
詞
が
続
く
場
合
七
同
様
に
倒
置

し
な
い
。00  

拳言甲二
三一リ打タ
一会 ル

官日ニ
長ヲ智
子ーチヲ
輪ニ武

拾ヒZ
le. I、
器二度
命ノ杢マ
ムL ふ1テ

間;

(
大
一
六
オ
5
)

(
大
二
三
オ
7
)

ケ
リ

動
詞
が
助
動
詞
「
員
」
を
伴
う
場
合
、
基
本
的
に
は
倒
置
を
起
こ

さ
な
い
。O

押
肌
脱
腰
刀
尖
抜
給
境
配
赤
津
但
馬
守
御
前
副
勲

(
大
二
三
オ
I
)

O
知
久
佐
渡
守
宮
田
大
和
守
以
下
甲
兵
百
四
五
十
制
覇
共

(
大
三
五
オ
7
)

『
大
塔
物
語
』
に
は
「
鳥
」
{
子
が
三

O
例
存
す
る
が
、
そ
の
内
の

一
例
に
つ
い
て
は
右
の
非
倒
置
で
は
な
く
、
動
調
に
「
鳥
」
を
伴
っ

て
倒
置
を
起
こ
す
用
例
が
存
す
る
。

O
直
嗣
云
重
代
太
刀
相
劃
岡
E
尺」一司

(
大
三

O
ウ
6
)

こ
の
用
例
に
つ
い
て
は
、
倒
置
の
あ
り
方
と
し
て
「
鳥
」
字
を
以

て
助
動
詞
「
ケ
リ
」
を
あ
ら
わ
す
こ
と
が
中
世
以
降
の
こ
と
で
あ
る

の
で
、
前
代
に
は
見
ら
れ
な
い
用
例
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
助
詞
・
助

動
詞
相
当
の
漢
字
を
伴
う
用
例
に
つ
い
て
は
、
漢
文
的
な
漢
字
の
配

置
と
い
う
よ
り
も
、
日
本
語
的
な
語
の
配
置
が
意
識
さ
れ
た
結
果
で

あ
ろ
う
と
考
え
る
。

以
上
、
『
大
塔
物
語
』
に
お
け
る
擬
音
語
の
漢
字
表
記
を
伴
う
用
例
、

形
容
動
調
の
漢
字
表
記
を
伴
う
用
例
、
助
詞
助
動
詞
の
漢
字
表
記
を

伴
う
用
例
に
つ
い
て
記
し
た
が
、
『
文
正
記
』
に
は
こ
れ
ら
の
用
例

が
見
い
だ
せ
な
い
の
で
、
直
接
的
な
比
較
検
討
が
出
来
な
い
。
し
か

し
、
先
に
語
の
レ
ベ
ル
で
の
倒
置
に
お
い
て
指
摘
し
た
よ
う
に
、
そ

も
そ
も
擬
音
語
等
の
漢
字
表
記
は
正
格
漢
文
に
従
う
よ
う
な
も
の
で

は
な
く
、
そ
う
い
う
意
味
で
『
文
正
記
』
の
方
が
、
よ
り
正
格
漢
文

の
倒
置
を
意
識
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

-15ー

五
、
ま
と
め

以
上
、
概
略
な
が
ら
用
例
を
挙
げ
つ
つ
『
大
塔
物
語
』
と
『
文
正

記
』
と
の
倒
置
記
法
の
様
相
を
記
し
た
。
そ
こ
か
ら
伺
え
る
こ
と
は
、

以
下
の
二
点
で
あ
る
。

①
『
大
塔
物
語
』
『
文
正
記
』
の
二
資
料
に
於
け
る
倒
置
記
法

に
よ
る
漢
字
種
は
大
凡
重
な
る
。

②
個
々
の
用
例
を
観
察
す
る
と
そ
の
様
相
に
違
い
を
指
摘
す
る



こ
と
が
出
来
る
。

①
に
つ
い
て
は
、
漢
字
仮
名
交
じ
り
に
よ
っ
て
表
記
さ
れ
た
本
文

を
真
名
化
す
る
際
に
、
基
本
的
な
倒
置
さ
れ
る
漢
字
が
共
通
し
て
い

る
こ
と
を
示
す
。
②
に
つ
い
て
は
、
語
の
レ
ベ
ル
で
正
格
漢
文
に
は

見
ら
れ
な
い
よ
う
な
倒
置
記
法
が
『
大
塔
物
語
』
に
指
摘
出
来
る
。

こ
れ
は
語
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
『
大
塔
物
語
』
が
正
格
漢
文
を
志
向

し
て
い
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
う
で
あ
っ
て
も

①
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
基
本
的
な
倒
置
の
傾
向
は
『
文
正
記
』
と
一

致
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
い
わ
ば
、
真
名
化
す
る
際
の
基
本
と

な
る
倒
置
の
方
法
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

本
稿
で
は
『
大
塔
物
語
』
と
『
文
正
記
』
と
を
比
較
し
、
そ
の
共

通
点
と
相
違
点
と
を
述
べ
た
が
、
こ
れ
ら
の
こ
と
が
同
時
代
の
妻
名

本
、
引
い
て
は
変
体
漢
文
と
如
何
な
る
関
係
を
有
す
る
の
か
、
検
討

し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
検
討
対
象
と
し
た
中
世
に
続
く
漢
字
文
の

倒
置
記
法
に
つ
い
て
は
矢
田
勉
氏
に
成
果
が
あ
る
こ
と
は
は
じ
め
に

述
べ
た
。
亘
(
名
本
と
候
文
と
い
う
、
用
字
原
理
の
異
な
る
文
章
を
直

接
的
に
比
較
す
る
際
に
は
慎
重
を
要
す
る
が
、
漢
字
文
が
変
化
し
て

ゆ
く
一
部
分
に
真
名
本
が
位
置
す
る
と
す
る
と
、
よ
り
広
い
視
点
か

ら
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
ろ
う
。

、王(
l
)
峰
岸
明
「
古
代
日
本
語
文
章
表
記
に
お
け
る
倒
置
記
法
の
諸
相
」
(
佐

藤
喜
代
治
編
『
国
語
論
究
2

文
字
・
音
韻
の
研
究
』
明
治
書
院
、

一
九
九

O
年
)
。
倒
置
記
法
の
分
類
に
つ
い
て
、
峰
岸
氏
は
御
高
論

に
お
い
て
倒
置
記
法
を
「
完
全
倒
盟
国
」
・
「
不
完
全
倒
置
」
・
「
非
倒
置
」
・

「
偽
倒
置
」
に
分
類
し
、
更
に
「
語
表
記
の
倒
置
」
と
「
文
表
記
の

倒
置
」
と
に
分
類
し
詳
密
に
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
概
略

を
指
摘
す
る
に
留
め
た
。

(
2
)
矢
田
勉
「
候
文
に
お
け
る
倒
置
記
法
の
簡
略
化
と
そ
の
原
理
」
(
『
白

百
合
女
子
大
学
研
究
紀
要
』
第
三
五
号
)

(
3
)
底
本
に
つ
い
て
、
『
大
塔
物
語
』
は
広
島
大
学
図
書
館
所
蔵
の
嘉
永

四
年
版
本
に
よ
っ
た
。
『
文
正
記
』
は
、
松
平
本
紙
焼
き
写
真
に
よ
っ

た
。
写
真
は
影
印
と
し
て
『
広
島
文
教
女
子
大
学
研
究
紀
要
』
第
三

八
巻
に
、
「
松
平
頼
武
氏
蔵
『
文
正
記
』
影
印
井
に
漢
字
索
引
」
に

掲
載
し
て
い
る
の
で
参
照
し
て
頂
き
た
い
。

(
4
)
倒
置
の
用
例
数
に
つ
い
て
、

ゴ
}
日
※
漢
数
字
は
訓
読
の
歳
の
順
序
を
示
す
。

を
一
例
と
し
、
ま
た

圃

口

己

国

国

口

日

の
よ
う
な
場
合
も
こ
の
度
は
一
例
と
し
て
数
え
た
場
合
、
『
大
塔
物

語
』
で
は
、
全
九
三
二
例
で
異
な
り
漢
字
は
二
七
九
字
で
あ
り
、
『
文

正
記
』
の
倒
置
の
用
例
数
は
全
四
二
九
例
で
、
異
な
り
漢
字
は
二
一

七
字
で
あ
る
。
よ
り
詳
細
な
検
討
が
必
要
な
場
合
に
は
こ
れ
ら
を
分

類
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
ま
ず
は
全
体
像
を
把
握
す
る
た
め
、
こ

の
度
は
右
の
概
数
を
記
す
に
留
め
る
。

ρ
b
 



(
5
)
こ
れ
ら
の
用
例
数
は
、
所
謂
置
き
字
と
し
て
用
い
ら
れ
た
用
例
を
合

む
数
字
で
あ
る
。
そ
の
内
積
極
的
に
返
読
し
て
文
を
理
解
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
よ
う
な
用
例
は
、
『
大
塔
物
語
』
で
は
二
一
例
、
『
文
正

記
』
で
は
一
例
認
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

-17-， 




